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≪幹事会のうごき≫  平成 25年 11月 8日（金）15：00～17：00、一般財団法人日本水産油脂協会新館において 

平成 25年度第 7回幹事会が開催された。 

・第15回公開講演会の出席者数および収支について、事務局より報告があった。また、講演会についての 

感想が幹事各位より述べられた。 

・次年度総会講演会について意見が述べられた。 

富山大学名誉教授 富山城南温泉第二病院  浜崎 智仁 

  コレステロールと動脈硬化の（見かけ上の）関連はご承

知の通りだが、世の中には動脈硬化より強く関連する項目

（疾患）がある。総死亡率がまず上がる。NIPPON DATA80

という、問題点の多い疫学調査を別とすれば、日本ではほ

ぼ全ての疫学調査が、コレステロールが高いと総死亡率が

低いことを示している。これは、コレステロールの高い人で

は感染症、癌、脳卒中などによる死亡率が低いからだ。他

にも非常に特異的な疾患がある。コレステロールが高いと

肝臓病で死亡しにくいのである。図 1-3をご覧頂きたい。 

  図 1は NIPPON DATA80で、動脈硬化学会のガイドライ

ンがコレステロールの危険性を示すために大々的に利用し

ている前向きの疫学調査。肝臓病死は総コレステロール

（TC）が低いと男女とも 3倍前後多くなる。さらに、男性では

TC が 240mg/dL 以上だと、肝臓病死がなく、女性でも 260

以上なら肝臓病で死なない。図 2 は 10 年以上追跡した別

の前向き研究で、肝臓がんの発症率が男性では完全に右

下がり。240 以上では肝臓がんの発症がない。女性では高

コレステロールのいい影響は男性ほど顕著ではないが、

160を切ると危険性が 4倍となる。図 3は最近のデータで、

茨城県住民が対象となっている。肝臓がん死のリスクが

LDL-コレステロールとともにきれいに低下している。この研

究によると、肝硬変による死亡は LDL-コレステロールが

120（TCで約 200に相当）以上では見つかっていない。この

ほか、韓国でも 100 万人以上を 14 年間追跡した調査で、

肝臓がんの発症リスクが、完全に右下がりとなっている（J 

Clin Oncology 2011; 29: 1592）。この傾向は最初の 10年間

の死亡者を除いても大きな変化はない。｛採血時にコレス

テロールが低下するほど、肝臓が悪ければ（肝硬変、肝臓

がん）、大部分の人は数年以内に死亡しているため、「因

果の逆転」の可能性を除ける。｝ 

  肝臓病（含がん）にはウィルスが関わることが非常に多

いが、実は LDL 粒子は細菌やウィルスを安全迅速に処理

できるようにその周囲にベタベタくっつき、さらに細胞への

感染を防ぐのである。C型肝炎ウィルスは LDL受容体を介

して感染するため、LDL が多いと初期感染も新生した肝細

胞への再感染も抑えられる。 

  一方向だけを真実と考えると、重要な情報を見失う。日

本にこんな情報があるとは全く知られていない。魚油は幸

運なことに、ヒトのコレステロールを低下させない。 
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